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【早川総務部長】  

 お待たせいたしました。マリ・クリスティーヌさんが少々遅れるということ

ですので、定刻より前ですけれども、これより「東京の観光振興考える有識者

会議」を開会いたします。  

 東京都産業労働局総務部長の早川でございます。議事に入るまで進行役を務

めさせていただきます。  

 ここで本日の資料の確認をさせていただきます。  

 お手元には議事次第、座席表、資料１の委員名簿をお配りしてございます。

なお、資料１から資料６及び本日のプレゼンテーション資料は、卓上のタブレ

ット端末で御覧いただけます。オンラインで御参加の方は、事前に事務局より

送付しておりますので、資料を御覧ください。  

 なお、資料を御覧いただくタブレット端末につきましては、御自由に操作い

ただけますが、事務局がページを送った場合には、皆様の端末にも同じページ

が表示されますので、あらかじめ御承知おきください。  

 続いて、マイクの操作について申し上げます。  

 オンラインで御参加いただいている委員の方々につきましては、発言される

ときのみマイクをオンにしていただき、それ以外はミュートにしていただきま

すようお願いします。会場の委員の方々につきましては、御発言の際、マイク

の中央のボタンを押して、赤く点灯してから御発言いただきますようお願い申

し上げます。御発言が終わりましたら、再度中央のボタンを押してマイクをオ

フにしてください。  

 次に、本日の委員の皆様の出欠状況について御報告させていただきます。  

 本日は、委員 15名中 12名の皆様に御出席をいただいております。うち３名の

皆様にはオンラインでの御参加をいただいております。出席者につきましては、

座席表の配付をもって代えさせていただきます。  

 この後の議事進行につきましては、佐藤座長にお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。  

【佐藤座長】  

 それでは、 2023年度第３回目の「東京の観光振興を考える有識者会議」の議

事を進行させていただきます。  

 本日は、ユニークベニューである自由学園明日館での開催であります。環境

が変わることで、よりフレッシュな発想での議論ができるのではないかと期待

をしているところでございます。  

 また、本日は、 2024年度から 2026年度までの３か年間にかかる新たな東京都

観光産業振興実行プランの素案について、有識者会議として議論する最後の機

会であります。委員の皆様の御協力を得て有意義な議論を行ってまいりたいと

考えておりますので、どうぞよろしくお願いをいたします。  
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 それでは、初めに小池知事から一言御挨拶をお願いいたします。  

【小池知事】  

 皆様、こんばんは。今日は有識者会議にお集まりいただきまして、誠にあり

がとうございます。  

 今日は、新宿都庁を離れまして、こちらはユニークベニューになっておりま

すが明日館、フランク・ロイド・ライトの設計で、とてもすばらしい雰囲気で

ございます。自由学園明日館として地域の方々もお使いになったり、様々な会

合を開いたりしているところでございます。子供たちが未来に向けて夢を育ん

だ場所でございますし、こうやって、ちょっと違うアトモスフィアというので

しょうか、そういう中で東京の観光について考えるのも、一つ新しい考えもま

た出てくるかなと思っております。  

 改めて思うのですけれども、日本の照明、ここに照明が幾つか加えてありま

すけれども、日本の家もそうですし、いろいろなところの照明が海外のものと

違いますよね。照度というか。改めてそんなことを思わせてくれます。  

 今日はオンラインでもつながっています。それぞれの皆さん、石井さん、先

ほどお母様の園遊会の様子が映っておりましたよ。今日はお天気でよかったで

すね。  

 ユニークベニューでありますけれども、この場を含めて都内に 75か所ござい

ます。もっともっと活用するほうが、より有効利用と、かえって手入れも行き

届くのではないだろうかと思っております。今日はそういうことで皆様方には

御足労をおかけしておりますけれども、いつもの会議とちょっと違う雰囲気で

活発な御議論をいただければと思います。  

 それにしても、渋谷区長が「ハロウィンには来るな」と言ったり、とにかく、

今、インバウンドのお客様も非常に増えてきているかと思います。また、ビジ

ネスもかなりいろいろな行き交い、交流も行われているかと思います。  

 そういえば、昨日の話なのですけれども、池袋に、これは都の施設として作

りましたアニメコンテンツの拠点としまして、アニメ東京ステーションを開き

まして、昨日は石川委員にも動画協会として参加していただきました。駅の反

対側のほうではありますけれども、ぜひ覗いてみていただければと思います。

『鉄腕アトム』とかセル画でずっと保存してあるのですが、せっかく保存して

あるのだったら見てもらおうということで、そういう展示の場を作ったり、そ

れから、アニメごとの企画展を行います。  

 昨日は『 NARUTO -ナルト -』をテーマにした企画展に行ってまいりまして、最

近の ITの技術で、かめはめ波ではなくて、 NARUTOの、何というのですかね、と

にかく渦を起こすようにできるのです。それを楽しんでもらったり、それから、

世 界 で 有 名 な 日 本 の 人 と い う か 日 本 の キ ャ ラ ク タ ー と い う か 、 そ れ で 言 う と

NARUTOが上位に入っているというので、人気投票、多分日本で知られているの
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は、１番はオノ・ヨーコですかね。どうでしょうかね。ほとんど日本人は知ら

れていないので、キャラクターのほうが知られているという、何かうれしいよ

うな悲しいような現実であります。  

 いずれにしましても、池袋にはトキワ荘がありますので、アニメイトもあり

ますし、秋葉原もそうなのですけれども、ずっと回遊できるようにして、１か

所だけで終わるのではなく、次はここ、次はあそこ、それから、マンホールに

もキャラがあるよねというようなことを総合的に世界に対してアピールをする

ということで、アニメファン、漫画ファンには行き先をちゃんと教えてあげる

ということをしていきたいと思っております。  

 ということで、人気作品の展示イベント、そして、ワークショップなど、日

本が世界に誇るキラーコンテンツの魅力を発信してまいりますが、今日はアニ

メ東京の解説に、今御紹介させていただきました石川さんにプレゼンテーショ

ンしていただこうと思います。  

 これまでの議論を踏まえまして、来年度からの３か年にわたってどのように

やっていくのか、東京都観光産業振興実行プラン、その素案づくりということ

で御議論いただいてまいりましたが、その取りまとめをしておりますので、内

容について御議論をお願いしたいと思います。  

 食や文化、東京の多彩な魅力にさらに磨きをかける、世界を惹きつける活力

あふれる都市にしていきたいと思っておりますので、本日も忌憚のない御意見

を伺わせていただければと思います。よろしくお願いいたします。ありがとう

ございます。  

【佐藤座長】  

 知事、どうもありがとうございました。  

 それでは、まず事務局から資料の説明をいただき、その後、石川委員からプ

レゼンテーションをしていただきます。プレゼンテーション終了後、委員の皆

様に御議論いただきたいと思います。  

 それでは、まず、事務局より資料説明をお願いいたします。  

【前田観光振興担当部長】  

 それでは、事務局から御説明をいたします。お手元のタブレットを御覧いた

だければと思っております。  

 本日はユニークベニューの御紹介ということで、こちら自由学園明日館にお

伺いさせていただいております。この建物は、大正時代の 1921年に女学校とし

て建てられました。国の重要文化財でございまして、使いながら文化的価値を

保存する動態保存のモデルとして運営されております。現在は地域の会議や会

合のほか、ユニークベニューとしてファッションショーとかコンサート、そう

いった幅広い用途で利用されておりまして 、昨年は 900件の御利用があったと

いうことでございます。コロナ前は 1,200件ということで、一旦減ってはござい
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ますが、今後さらにご活用いただければと思っております。また、英国の観光

ガイドブックの『ロンリープラネット』の東京版にも、池袋の観光スポットと

して掲載されております。詳細につきましては、お手元にリーフレットござい

ますので、後ほど御覧いただければと思います。  

 次に、東京のユニークベニューの活用について簡単に御紹介いたします。  

 博物館・美術館、歴史的建造物といった、会議やレセプションを開催するこ

とで、特別感とか地域の特性を演出できる会場として使われる場所ですけれど

も、こうしたユニークベニューが、 MICEを誘致することについては欠かせない

ということですので、私ども東京都としましても、ユニークベニューを活用し

た MICEの開催を促進するために、主催者とか施設に対しまして開催に要する費

用の助成を行っております。また、ウェブサイトによる PRや会場の紹介などに

つきましては、ワンストップの相談支援窓口を設けておりまして、こちらによ

るサポートも行っております。  

 では、次に「 PRIME観光都市・東京  東京都観光産業振興実行プラン 2024-2026

素案」について御説明いたします。  

 これまで委員の皆様から頂戴した御意見を踏まえまして、来年度からの３か

年の観光産業振興実行プランの素案をまとめております。こちらの概要版のほ

うで御説明いたします。  

 まず「プランの策定の意義」でございます。  

 新型コロナウイルス感染症が観光産業に深刻な影響を及ぼす中、都は、これ

まで現行のプランに基づき、事業者の経営力向上支援をはじめとする様々な取

組を着実に実施してまいりましたが、水際対策の終了や旅行者の志向・関心等

の多様化など、観光を巡る動向の変化を踏まえまして、東京の観光施策を再構

築する必要がございます。  

 そこで、 2024から 2026年までの３か年にかかる新たなプランの推進により、

東京の観光都市としての国際競争力を強化し「 PRIME観光都市・東京」を実現す

ることといたしたいと考えております。  

 次に「観光を巡る動向」です。  

 世界の観光需要は着実に回復しておりますが、一方で、観光客の増加が著し

い地域では住民生活への影響が生じるという懸念もございます。  

 「東京への評価・期待」といたしましては、米国の旅行雑誌『コンデナスト・

トラベラー』などの読者の人気投票では、コロナ禍の 2021年でも東京が１位を

獲得するなど、海外から高い評価を得ておりますけれども、ランキングの順位

は毎年変動しておりまして、都市間競争というのは激しくなっております。  

 また、外国人旅行者には食やショッピング、伝統文化などの人気が高いとこ

ろでございます。  

 そして、観光産業におきましては、人材需給の逼迫、 DXの取組状況や収益力
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といった課題がございます。  

 また、旅行者の意識やニーズという面では、個人の志向・関心等により、旅

行のテーマや目的が多様化しております。また、サステナビリティへの意識が

高まっております。  

 こうした動向も踏まえまして、今後の観光産業振興の考え方といたしまして、

まず基本方針ですけれども、第１に「復活した観光需要の積極的な取り込み」

でございます。  

 2025年の世界陸上やデフリンピックといった国際的なスポーツイベントの東

京開催も捉えまして、積極的な誘客というのは、活力ある東京へと発展してい

くためには大変重要でございます。  

 次に「観光における持続可能性の確保」です。  

 観光を将来にわたって持続可能なものとするために、経済の活性化のみなら

ず自然環境や文化の保全、住民と旅行者の良好な関係づくりなど、様々な面で

バランスの取れた観光振興が重要であると考えておりまして、いわゆるオーバ

ーツーリズムへの対策も不可欠と考えております。  

 そして、３つ目が「観光産業の基盤の強靱化」です。  

 観光は多くの民間事業者の方々が支えておりまして、人材不足をはじめとす

る課題への対策を講じることを考えております。  

 次のページでは、取組の実効性を高めていくための視点を５つに整理してお

ります。  

 １点目は「東京ならではの質の高い観光体験の提供と発信」です。  

 東京の特色を生かし、観光消費の拡大にもつなげていくため、食、文化、ナ

イトタイム観光などのテーマを重点的に強化としております。  

 また、様々なデータの集約・分析を通じて、より効果的なプロモーションの

実現を検討してまいります。  

 ２点目は「観光客へのサポート機能の向上」です。  

 都の観光公式サイトを通じたエンターテインメント等のチケット購入の円滑

化や、障害のある方がより快適に観光を楽しめるようにするためのサポートの

充実などを検討しております。  

 ３点目が「日本各地との連携の促進」です。  

 日本の玄関口、ゲートウェイとして、東京と日本各地の魅力の相乗効果を発

揮できる誘客の取組を推進いたします。万博の開催に向けて、関西の自治体と

連携するなどの取組を検討しております。  

 ４点目が「サステナブル・ツーリズムの一層の推進」です。  

 オーバーツーリズム対策についての地域の取組への支援や観光客のマナー向

上、サステナビリティの確保に関する国際認証の取得支援などの取組を検討し

ております。  
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 ５点目が「観光関連事業者の経営力強化への支援」です。  

 人材確保、 DXの推進や収益力向上について、支援策の充実を検討し、産業の

活性化を後押しすることとしております。  

 次のページは、これまで御説明しました取組の全体像でございます。  

 基本方針と取組推進の視点に基づき、主な取組を３つの戦略に体系立てて進

めていくこととしております。  

 では、それぞれの戦略による取組の方向性でございます。  

 戦略１は「東京の特色を活かす観光振興」について、まずは「『食』の魅力

の強化」です。  

 東京の食の魅力の様々な側面を海外に発信するとともに、ヴィーガンやハラ

ルといった食の多様性への対応を支援いたします。  

 次に「文化資源の活用促進」です。  

 地域の文化資源を活用した取組を支援するとともに、アニメ東京ステーショ

ンを活用した誘客を進めてまいります。  

 次に「ナイトタイム観光の促進」です。  

 プロジェクションマッピングのさらなる展開、また、地域の特色を生かした

夜間イベントの実施のサポートを検討しております。  

 次に「多摩・島しょ地域の観光振興」です。  

 豊かな自然を活用した体験型コンテンツの開発を支援するとともに、年間を

通じて安定的な集客を目指す取組への支援を検討しております。  

 次に「より快適な観光を実現するための環境整備」です。  

 バリアフリー情報発信のサポートやチケット購入の円滑化、また、デフリン

ピックを見据え、観光ボランティアの聴覚障害者の方々への対応力向上に取り

組むことを検討しております。  

 次に「新たな観光テーマの開拓」です。  

 今後のニーズが高まる可能性のある観光テーマを探求するほか、例えば美容

技術のような、海外に比べ東京の先進的なサービスが観光資源にならないかと

いった検討でございます。  

 戦略２「プロモーションの新たな展開」です。  

 まず「戦略的な海外プロモーションの推進」として、世界各国、各地域に向

けて、市場の特性を踏まえたプロモーションを実施し、東京ブランドを発信す

ることといたします。  

 次に「デジタルマーケティングの強化」です。  

 個人の志向・関心等による旅のテーマや目的の多様化を踏まえ、きめ細かい

プロモーションを実現するため、様々なデータを集約・分析する基盤の構築を

検討してまいります。  

 「日本各地との連携の促進」については、万博開催に向け、関西の自治体と
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連携した相互プロモーション等の取組を検討しております。  

 次に「ビジネス交流の拡大」です。  

 MICEの誘致におけるユニークベニューの活用や、サステナビリティに配慮し

た MICE開催の支援などに取り組むこととしております。  

 戦略３「持続可能な観光地域経営の推進」です。  

 まず「観光関連事業者の経営力強化」です。  

 人材確保支援やデジタル化による業務効率化支援等に取り組むこととしてお

ります。  

 次に「地域における観光まちづくりの推進」です。  

 観光協会など地域の主体による取組や、事業者の災害対応力強化などをサポ

ートしていくこととしております。  

 最後に「サステナブル・ツーリズムの推進」です。  

 外国人旅行者のマナー啓発や、住民の旅行者受入機運の醸成のほか、国際認

証の取得サポートなどでございます。  

 最後に「政策目標」といたしまして、観光客数や消費額を掲げております。  

 こちらは現在のプランで、既に 2030年を見据えた目標を設定しておりますの

で、引き続きこちらを目標としております。  

 事務局からの説明は以上でございます。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 ただいま事務局から、新たな東京都観光産業振興実行プランの素案について

説明がありました。基本方針から説き起こして、取組の推進に当たっての視点

を押さえた上で、具体的な取組の方向性まで体系的に整理されていると理解い

たしました。また、その体系の中に、これまでの有識者会議において委員の皆

様から頂戴した御意見も適切に反映されていたと考えます。  

 次に、事務局から説明のあった新しいプランにおいても、東京の特色を生か

す観光振興の一環として、先ほど小池知事のお話にもありましたアニメ東京ス

テーションの活用が盛り込まれておりましたけれども、続いて「観光資源とし

てのアニメーションの魅力」につきまして、石川委員からプレゼンテーション

をしていただきます。よろしくお願いいたします。  

【石川委員】  

  私は日本動画協会の理事長、そして、一般社団法人アニメツーリズム協会

の理事長を務めております石川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は「観光資源としてのアニメーションの魅力」と題しましてお話をさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。  

 コロナ禍によりまして、アニメーション業界も、働き方はもちろんのこと、

制作、事業、両面からの変化を迫られてきました。巣ごもり消費というのです
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か、巣ごもり需要と呼ばれます、おうちになければいけないというような内向

きな暮らしの時代でございました。その中でも、アニメーションというコンテ

ンツは幸いなことに視聴者の皆さんをはじめ、それから、お客様に活用いただ

く機会をいただけるようになっておりました。今、すっかりアフターコロナの

段階を迎えまして、アニメーション産業におきましては「待っていました」と

言われんばかりに急速に外とのつながりを回復させる動きが生まれております。 

 この動きは様々なコラボを生み出しておりまして、そうしたアニメコラボに

国内外のお客様がとても関心を寄せてくださっているところでございます。そ

して、アニメツーリズムも、アニメーションの魅力が観光資源につながる本来

の形を回復しているのではないかと思うところです。  

 今回は、大まかではございますけれども、幾つかの事例を御覧いただきなが

ら、アニメコラボやアニメツーリズムが、アニメーションだからこそ、そして、

その観光資源になるのではないかという、その未来についてお話しできればと

思っています。  

 その前に、アニメ市場について大まかにお伝えできればと思います。  

 今御覧いただいております資料ですけれども、一般社団法人日本動画協会に

おきまして、「アニメ産業レポート」を毎年お届けしてございます。本年度版、

2023年版は今月刊行を予定しておりますので、最新の動向を共有いただくまで

にはもうしばらくお待ちいただきたいと思います。  

 一昨年の動向を御覧いただきまして、アニメ産業は、配信、商品化、海外セ

ールスがリードしておりまして、コロナ禍における「密」を前提としてしまう

ような国内ライブエンターテインメントの不振を、カバーしてございます。そ

して、市場の売上規模は２兆 7422億円まで伸ばす結果となっており、再び右肩

上がりの市場を回復させつつあると思っています。  

 この年にはグローバル配信、同時配信というサービスが拡大しまして、海外

ファンと日本の視聴者との時差が全くないというような傾向が出ておりまして、

日本の新作アニメが海外でも同時に御覧いただけまして、流行に国境がない視

聴環境が拡大してまいります。  

 また、商品化にもとても興味深い傾向が生まれておりまして、キャラクター

市場では、「癒し」から「推し」というような購入を通じて応援をするという

ファンのスタイルが今拡大しつつございます。こうしたファンの環境や活動の

変化は、いよいよアフターコロナとともにアニメーション産業がコロナ禍以前

から力を注いできたアニメコラボをより活発にしているところでございます。  

 アフターコロナとともにコラボカフェ、それから、ホテルコラボ、これはキ

ャラクタールームなど個性的な客室づくりによるサービスのことでございます

けれども、同時に、キャラクターレストランといったような飲食や宿泊などの

リアルな活動を前提として、固有のグッズ販売、それから、サービスが組み込
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まれましたアニメコラボが成り立ってございます。ここも大きく回復している

ところでございます。  

 それは、また、ポップアップストア、販売キャンペーンなど、 ECではなく本

当にリアル店舗に足を運ぶ「モノ消費」「コト消費」が一つになったようなイ

ベント的なアニメコラボの復活にも見られる傾向だと思います。こうしたアニ

メコラボを、いかにこれからツーリズムとつなげられるかというところが鍵を

握るところかと思っております。  

 観光資源としてとなりますと、やはりアニメツーリズムにも注目しておきた

いところです。一般社団法人アニメツーリズム協会では、ファン投票を基に毎

年「訪れてみたいアニメ聖地 88」というのがございまして、一覧を更新しなが

ら、年度ごとの活動を続けています。今、国内外から、６月１日現在で２万票

ほどの聖地 88というところの皆さんから投票をいただいておるところでござい

ます。  

 資料には、東京にある選定作品、施設をまとめてございます。北は北海道か

ら南は沖縄まで 88作品、26施設、それから、２つのイベント、自治体にして 117

の市区町村が 2023年版には制定されております。  

 「アニメ聖地」とは言いますけれども、コンテンツの種別はアニメ作品に限

るものでもなく、いろいろな施設等も選定対象に入ってございます。ファンの

皆さんの投票が始まりですから、コンテンツの世界観が結ぶ御縁というところ

もありますけれども、やはり物語の舞台となったところを訪ねてみたい、見て

みたい、そういう気持ちが、行動が、アニメツーリズムには宿っているのでは

ないかと思うところです。  

 「訪れてみたい聖地 88」には、札所というインフォメーションスポットを設

置してございます。これは０番札所、１番札所、 88番札所ということで、 88番

札所は東京都庁の中にございます。  

 ツーリズムの視点からは、こうしたスポットを通じて、「アニメ聖地」がお

客様のそれぞれの「没入感」というか「達成感」を見える化することができま

すし、点から線へと具体的な地域活性化につなげていくきっかけになるのでは

ないかと、受け止めてございます。  

 アニメーションの魅力という話になりますと、十人十色、本当に語り合うこ

とができます。大好きなシーン、せりふ、キャラクターも多様化する一方です。

そうした中で、アニメツーリズムの可能性については、アニメコラボに見られ

るような作品固有の世界観、それが真ん中で機能しているように思います。そ

れは、やはり作品と皆さんが一体感を感じることができるようなことかと思い

ます。  

 資料は難しく書いてございますけれども、お客様と私たちを結ぶのは、やは

り「作品愛」と呼ぶような、そんな力かなと思います。そこで、提供する、お
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届けする側、受け止める側、それぞれのバランスがとても重要か と思いまして、

お客様のニーズがどこにあるかということをしっかりキャッチしながら、お届

けする側、受け止める側、それぞれの交わりを考えていかなくてはいけないか

なと思います。  

 アニメーション作品の舞台として描かれれば、すぐに観光地になれるという

ものではなく、そういう意図がなかったにもかかわらず、ファンの皆さんが大

量に訪れてしまう、そういうことで住環境や交通事情にも影響を与えてしまう

というようなことは、やはり考えていかなくてはいけない点かなとも思ってい

ます。アニメコラボによる熱量、バランスを注意深く見つめながら推進してい

くことが、これからのアニメツーリズムの責務ではないかと思っています。  

 先ほど小池都知事からお話がございましたけれども、アニメ東京ステーショ

ンを 10月 31日にグランドオープンさせていただきました。まさにアニメーショ

ンの魅力を活用して、新たな観光集客施設として充実を図っていきたいと思っ

ております。ここには、アニメの過去作品の大切なアーカイブ、中間成果物が

ございます。これはやはり皆さんに見ていただかなくては意味がないのかなと

思っていますので、ぜひ皆さんに体感していただくように、私どもも、皆さん

が足を運びたくなるような取組を積極的にしていかなくてはいけないと思って

います。  

 先ほど小池都知事もおっしゃったように、点を線にどのように結びつければ

いいかということにも、具体的に取り組んでおりまして、早速、池袋のスタン

プラリーの１か所としても選定をしていただいております。点を線にしていく

工夫と共に、皆さんがどう楽しんでいただけるのかというところを考えながら、

誘客をしていきたいと、思っているところでございます。それには、やはり SNS

を使った発信力、それから、ここにこういう施設があるよというプロモーショ

ンを積極的に行っていきたいと思っております。  

 ぜひ、ここにいる皆様にも体験をしていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。  

 私のプレゼンはここで終了いたします。御清聴ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 石川委員、ありがとうございました。  

 さて、会議途中ではございますが、ここで小池知事は御都合により御退席さ

れます。  

【小池知事】  

 先ほどの NARUTOの企画展ですが、こんなふうに、自分が映っている動画がで

きる。  

【石川委員】  

 体験していただいて、自分のスマホなどにダウンロードできるので、本当に
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海外の方をはじめ来館者にとっては、お土産というか、これを体験することが

記念になるのでは…と思います。  

【小池知事】  

 そういうことでございます。  

 それと、もう席を立つことになって申し訳ないのですけれども、最近思うの

ですが、昨日の例のハロウィンのことについても、路上飲みが随分コロナ禍で

広がってしまったのが定着してきている。それから、夜のお店が早く閉めてし

まう。ナイトタイムエコノミーをどのように活用していけばいいのかどうかと

いうことなどなど。  

 また、コロナ禍でお客様は戻りました。ただし、それをどう、より有効に楽

しんでいただけるか。ホテルも随分できました。もともとは 2020大会に合わせ

てということなのですが、一方で、すごくラグジュアリーなホテルがたくさん

あると同時に、出張者にとっては結構厳しい状況ができているのではないかな

と思ったり、コロナの５類以降の話、インバウンドの方々が戻ってきたはいい

けれども、戻り方もこれまでとは違ってきているのではないか、キャッシュレ

スはますます世界中で広がっている。それから、いわゆる、これからの人材不

足という、物流の 2024問題、誰がバスを運転するのか、タクシーはどうするの

か、また、新たな課題も山積みになっているかと思います。せっかくの観光資

源を、そういった回していくための工夫がこれからまた必要なのではないだろ

うかと思っております。  

 SNSがこれだけ世の中を、ウクライナしかりガザしかり、これだけの状況をい

ろいろ世界を変えていく中において、東京として何を発信していくのかなどな

ども含めてまた御議論をいただき、今日はたたき台で皆さんに御議論いただき

ますけれども、事態は常に変化を遂げていると思っております。変化に遅れる

ことなく先取りをできるような、そういう観光都市東京であり続けたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。  

 本日もお忙しいところ、誠にありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 小池知事、ありがとうございました。  

 それでは、御都合により御退席ということで、よろしくお願いいたします。  

（小池知事退室）  

【佐藤座長】  

 それでは、意見交換に入ります。  

 本日御欠席の委員の方々からも事前にコメントをいただいておりますので、

まず、事務局より御紹介いただきます。その後、皆様から御意見を頂戴したい

と思います。  

【前田観光振興担当部長】  
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 それでは、お手元のタブレットを御覧ください。御説明させていただきます。  

 まず、小巻委員ですけれども、外国人旅行者の交通手段について、課題をお

っしゃっております。やはりスマホ１つで乗りこなせるようにするなど課題が

あると思いますので、 DXの推進と併せて改善を進めていく必要がある。  

 それから、２つ目としましては、羽田空港や東京駅や品川などで、東京が日

本の玄関口であるということをビジュアル的に統一感を持って打ち出していけ

るといいのではないかというようなアイデアをいただきました。  

 次に、滝委員でございますけれども、江戸時代の約 260年の中で育てられた東

京の食をはじめとする高度な文化は、欧米でも非常に注目されている。参勤交

代によって地方の優れた文化が江戸にもたらされて、それが歴史的資産として

蓄積されている。その中には相続税等によって消滅危機のある歴史的建造物も

多く、それらの保護・保存の強化が必要と考えている。  

 東京で地方の文化に触れることで、東京をハブとした地方への旅行にもつな

がることになる。  

 こうした質の高い江戸の歴史的資産に積み上げて、現代につながる食を PRし

ていくということも大切ではないかということでございます。  

 続きまして、伊達委員でございます。  

 ３ついただいておりまして、１つ目としましては、外国人旅行者は「わびさ

び」とか「武士道」を英語で語れる識者を訪ねるなど特別な体験を重視してい

る。日本人には普通でも外国人にとってより特別な体験を精査し発信すること

が必要ではないか。  

 ２つ目としましては、外国人が求めているナイトライフ観光についてでござ

いますけれども、施設の閉館、観光名所とかレストランが早いと。伝統芸能や

コンサートにドレスアップして訪れても、講演後に訪れるそれなりのレストラ

ンも閉店が早いため食事に困ると。観光や文化を楽しみ、その流れで飲食も満

喫できるトータルな観光が必要ではないか。  

 ３つ目としましては、障害のある方がより観光を楽しむためにはということ

で、インフォメーションセンターの整備を進め「視覚障害の方に音声ガイド」

「聴覚障害の方に文字表示」の機器類の貸出しが必要ではないか。ホテルでも

貸出し対応力を向上させる。補助金とか容積割増し等の施策が必要ではないか

ということでございます。  

 既存の施設や公開空地のインターロッキングや樹木の隆起への補修費補助金

などを導入しまして、バリアフリーを再整備する必要があるのではないかとい

う御意見をいただきました。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、事務局から御説明いただいた資料や石川委員のプレゼンテーショ
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ンを踏まえまして、皆様から御意見をいただきたいと思います。時間が限られ

ておりますので、誠に申し訳ないのですけれども、御発言はお一人３分でお願

いいたします。  

 では、まず、オンラインで御参加の委員の方から御意見をいただきたいと存

じます。最初に石井委員、お願いいたします。  

【石井委員】  

 皆様、こんにちは。今回もオンラインで失礼させていただいております。  

 事務局の皆様、石川委員、大変楽しい、そして、含蓄のあるプレゼンテーシ

ョンをありがとうございました。  

 まず、おまとめいただきました今回の PRIME観光都市のプランについてですけ

れども、初めて重点的に強化すべき３つの点が挙げられている、その中にナイ

トタイム観光というのが入っているということで、夜景を担当する仕事として

いる私としては大変心強く感じております。ありがとうございます。  

 それから、アニメのプレゼンテーションですけれども、宮崎駿さんの『君た

ちはどう生きるか』という日本で大ヒットした映画が、実は昨日からフランス

で公開になりました。私も見に行ったのですけれども、夜だったせいかお子さ

んはあまりいなかったのですが、とにかく映画館びっしりで、それも日本人は

その中に私一人みたいな状況であったのです。これは私も今さらながら非常に

驚きまして、日本のアニメがこれだけ日本以外の方に、それも初日の夜にわざ

わざ行くぐらい皆さん熱意を持って待たれていたのかということで、その状況

に非常に感銘を受けて、日本のアニメの力を再確認したばかりのところでござ

います。  

 幾つか気になったところを、お時間も限られておりますので挙げさせていた

だきます。  

 まず、まとめていただいた PRIME観光の資料ですけれども、ライトアップのイ

ベントとかプロジェクションマッピングなどに非常に力を入れているというこ

とが分かりまして、大変評価すべき内容だと思いますが、片やライトアップと

いうのは、イベントだけではなくて、恒久的に、そして、都市のインフラとし

て整備していくべき対象のものでもございます。まず、目立つような大きなも

のを作るためにイベントは大変効果的ですけれども、住宅地、観光の方がいろ

いろなところにもいらっしゃるという状況の中で、安全、分かりやすさ、いろ

いろなヒエラルキーを基に夜景というものが総括的に計画的に整備されていく

べきであろうと思います。マスタープランをつくるという作業をしていただい

ていると思いますけれども、それをもっと拡充して、さらに PRもしていくよう

なことが必要ではないかと思います。  

 それから、インフラということで、昨日、一昨日、築地の再開発のことがニ

ュースに出ておりましたけれども、例えば築地に行くまでの、銀座から築地へ
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のフローをうまく流すための一つの心のバリアというのが、首都高が流れてい

る部分、あそこが物理的にも心理的にも非常にバリアになっているのではない

かと私は常々思っておりまして、あの辺をカバーして緑化するとか、また、ナ

イトタイムに、そこが全体的にエリアとして楽しめるとか、何かそういうイン

フラとして都が大きく取り組んでいくべき課題がまだあるのではないかとお見

受けしておりますので、この次の課題として加味していただければと思います。 

 それから、先ほど、知事の話もございましたが、人材育成ということで、例

えばライトアップするために照明デザイナーという職種があるわけですが、照

明デザイナーが学べる学校というが日本にないのです。アニメ学院とかはすご

くたくさんありますけれども、例えばマッピングを作るための教育とか指導、

そういうものが非常に今のところ少ない状況でございます。  

 フランスにアンギャンという小さな町がありまして、 20年前にデジタルアー

トに特化しようと決めて、すごく特化した政策を進めていく中の一つに、デジ

タルアートの学校を作るという取組をしました。当時は、初めは学生が少ない

という状態だったのですが、二十何年たった今、世界で３番目の学校に成長し

ているということで、そこの卒業生が、また新しく町のいろいろなことを牽引

し、さらに世界中にその発信力を高めていっているという状況がある。  

 こうした 20年かかるような計画ができるのは、やはり行政の指導であるべき

だと思いますので、ライトアップとかプロジェクションマッピングで世界的に

特化したいということであれば、教育も含めた人材育成に取り組まれるような

ことをしていただけたらいいのではないかと思った次第です。  

 以上でございます。  

【佐藤座長】  

 石井委員、ありがとうございました。  

 続いて、鎌田委員ですが、御都合でもう既に退席をされてしまったようでご

ざいます。それでは、田中委員、お願いいたします。  

【田中委員】  

 田中です。どうぞよろしくお願いいたします。  

 まず、 PRIME観光都市東京の全体の構成、各重点施策には賛同するところで、

貴重な資料をおまとめいただいたこと、事務局の皆様にまず感謝申し上げます。 

 全体に関することから言わせていただきますと、まず、東京の観光には、体

験価値を最大化するために、また、オーバーツーリズムを意識することからも、

東京の暮らしと観光業の融合といったことを意識してはどうかと思うところで

す。今の東京の暮らしから生み出されるものを観光メニューに組み入れていく

という精神を打ち出すと、東京ひいては日本への理解が深まるところですし、

今、起業家を日本に呼ぼうといった流れも出てきている中、そういう流れも観

光のきっかけにでき、雇用も観光起点で生み出されるということができるので
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はないかと思っています。  

 ２つ目からは各論なのですけれども、今日も御紹介いただいたユニークベニ

ューに関しては、世界に誇れるヘリテージがあって、今、画面にもとてもすて

きな自由学園の建築が見えているのですが、小池都知事も最初に「照明も違い

ますね」とおっしゃっていました。一つ一つの中に文化的価値、継承されるこ

との意味など、様々なアカデミックな知見が入っていると思いますので、これ

らも全部パッケージにして、ヘリテージを観光メニューにしたいです。付加価

値とは、ほとんどが情報によるものですから、その情報の価値をどんどん増や

していく展開ができると思っています。  

 もう一点、食も、食体験、食材、料理方法、この辺りが全部観光の素材にな

るかと思います。築地でマグロをさばいて、そこでみんなでお料理をするとい

うこと自体を、私たちはお料理として見ますけれども、前に取材したところで

は、魚料理の準備からの一連をチームワークとして、提供する企業があります。

アメリカの企業等は日本よりもエンゲージメントとが希薄だったりもするので、

社員研修に使っているという事例も聞いています。  

 あとは、この間もタイの方が、日本料理を使ったホームパーティーをしたい

からと、日本食の作り方を全部知りたいと話していました。ドン・キホーテで

食材を買うプラスアルファ、また、別な関心から日本を知りたいというような

ことも聞きましたので、東京に来て体感してもらうということが、すごく重要

かと思いました。  

 先ほど石川様から、素晴らしいプレゼンをいただいたのですけれども、東京

と各地のアニメの聖地を結ぶということ、既にやっていらっしゃるかもしれま

せんが、 VRや AR等いろいろなものを活用して、東京を起点にアニメの聖地でつ

ながっていって、東京発地域への集客も活発化できるかと思っています。  

 最後に、ナイトタイムエコノミーは、石井リーサさんもお話しされましたけ

れども、夜というとやはり光とか音楽とかいろいろな素材が浮かびます。今、

とかくナイトタイムエコノミーで注目されているのが、割とにぎやかな社交の

場が目立っているわけなのですけれども、静と動のところで考えると、静かな

場所も東京の暗闇を体験するなど、美術館、浜離宮、小石川植物園、新宿御苑

など無数にあります。こういう場や空間を規制緩和でどのように観光のために

公開されるか。また、その中には、新たな才能を持った人たちが入ってくると

思いますので、ここで新たな観光産業における職業を、肩書きもつけて募集を

したり、若い人たちに浸透してもらったり、あるいはキャリアのある年配の方々

に知識人として入ってもらうなど、新たな観光人材の発掘にもなるかと期待し

ます。  

 以上、よろしくお願いいたします。  

【佐藤座長】  
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 田中委員、ありがとうございました。  

 それでは、会場の委員の方々からも御意見を頂戴したいと思います。  

 時間の関係もございますので、山田委員から時計回りで順番に御発言をいた

だければと思います。それでは、まず山田委員、よろしくお願いいたします。  

【山田委員】  

 よろしくお願いいたします。  

 まず、事務局の方々による資料がとても皆様の意見が反映されていて、あり

がとうございました。石川委員のアニメのプレゼンテーションもありがとうご

ざいました。  

 先日、国連の UNWTOの、１週間ぐらい各国のアジア諸国の政府が集まる観光会

議で講師をさせていただいたのですけれども、基本的にテーマはサステナビリ

ティと MICEというところが多くて、サステナビリティとか SDGsは 2030年までの

ゴールなので、今、 SDGsとかサステナビリティというのをこれからうたうとい

うのは、もはやそれができていて当たり前という方向に行っているなというの

が国際的には感じました。  

 なので、これからすることは、もちろんいろいろな分野、サステナビリティ

というのはどんどん考えていかなければいけないと思うのですけれども、それ

を冠にするというよりは、本当に楽しいとか面白いということに関してやって

いく、その中で、もちろんサステナビリティというものも、例えば東京都だっ

たら SusHi Techとか、そういうところできちんと体験していくということが大

事だと思いました。  

 一つ気になったのが、１週間の中で全部国際会議みたいな感じだったのです

けれども、食のパフォーマンスがあって、それが韓国のキンパだったのです。

前もちょっと申し上げたと思うのですけれども、前回のミラノ万博のときは、

中国パビリオンが「寿司は中国のものである」というプレゼンをしていて、今

は笑っているのですけれども、 10年後、 20年後、国のパワーを考えると、寿司

が本当に日本のものではなくなってしまうのではないかと、ちょっと危機を覚

えたと。  

 先ほど、今日お休みの滝さんの江戸の話もありましたけれども、今回も SusHi 

Techということもあって、東京はおいしいものはほとんど外から来ていて、東

京は江戸前寿司というのがあって、実は東京のもので、何かしらの形でちょっ

と担保する形というのができたらいいのではないかなと、これはしつこく言っ

ているのですけれども、そういうのを感じました。  

 あと、サステナビリティは、先ほども申し上げたのですけれども、環境とか

ということ以外に、日本の伝統文化のサステナビリティとか、アニメーション

のサステナビリティとか、アニメーションも、この前、英国大英博物館でアニ

メをやっていても、日本のものだというエクスプラネーションが一つもなかっ
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たのです。だから、見ている人にしたらこれはどこのものか分からない。作品

のエクスプラネーションはあるのですが、やはりアートは、そこがうまいかど

うかというのもすごく大事。やはり、そういうキュレーションみたいな、もう

少しきちんと日本のものを守るという IPが少し弱いというところを、もう少し

都としてやっていけるといいのではないかなと思いました。  

 あと、東京というところで、特に食についてはそうなのですけれども、東京

が国際都市、先ほどもあった世界で１位という、国際都市としての東京なのか、

47都道府県の１つのシティーの東京なのかによって戦略は全然変わってくると

思うのですけれども、それを多分、毎回するイベントによってもその対象とい

うのは変わってくると思うのですが、それがどういう東京としての観光振興を

したいのかというのを、１回ずつ、きちんとターゲットを絞ってやっていくと

いうことが大事なのかなと思っています。  

 先ほどコロナ後という話があったと思うのですけれども、コロナ後、本当に

この DX化、ライドシェアとかの話もそうだと思うのですが、先ほどのアニメと

か食とか宿とか、本当にコンテンツはすばらしい、それがどうにもシームレス

につながらない。先ほど回していくと都知事もおっしゃっていましたけれども、

そこをどのようにするのかというのを本格的に考えたほうがいいのではないか

なと思っています。  

 プロモーションという話もあったのですが、これも海外を見ているのであれ

ば、関西との連携ももちろんすごく、国内で一致団結というのも必要なのです

けれども、海外に向けてのプロモーションというのは、どのように東京都とし

て。海外に住んでいるとすごくいろいろな国のプロモーションを見るのですが、

東京とか日本のプロモーションは見たことがなくて、 18年に海外に住んでいて

一回も見たことがないのです。そこら辺のプロモーションというのをどのよう

にしていくかということも大事なのではないかなと思います。  

 ちょっと話がずれるのですけれども、今、サグラダファミリアは 300年の歴史

があって、日本はすごくスペインよりもというか歴史があって、これは 2026年

にできるのですけれども、何かこういうような事業を、今の我々がというか東

京が始めていく。別に自分たちが生きているうちに見られなくても、未来のた

めにというのも何かの面白い一つアイデアなのではないかなと思います。  

 規制緩和、先ほど一言あったのですけれども、私、メインはエンターテイン

メントをやっていて、やはり日本の規制緩和のために、今、どんどんどんどん

韓国や中国に抜かされている。ここら辺の規制緩和というのも、もしかしたら

東京都のほうで見直せる、企業だけではなく都と一緒にできることなのではな

いかなと感じました。  

 以上、３分ぐらいかなと思います。  

【佐藤座長】  
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 ありがとうございました。  

 では、次はマリ委員、お願いいたします。  

【クリスティーヌ委員】  

 たくさんの話が出ましたので、なるべく重複しないようにしたいと思うので

すけれども、先ほどのアニメ、本当に楽しく、私は、たまたま若いときから松

本零士先生と仲よくさせていただいて、よく海外からのアニメ好きな方々が先

生のところに、弟子入りしたい、または先生に会いたいということで、よく行

かせていただいていたのです。  

 外国の方というのは、自分が好きな作家の方々のところに何とかして近づき

たいということで出かけてこられるわけなのです。アニメにしてもエンターテ

インメントにしても、身近で触れたり感じられたりするということ。そして、

憧れているものに対して物すごく、「オタク」という言葉を使いたくないので、

それだけ知識の深い方が非常に多いわけなのです。むしろ日本人よりよく分か

っていて、私もよく友達から連絡が来て、うちの子供が行くのですけれどもど

こどこに連れていってと。そんなところがあったのかしらと、こちらも分から

ないようなところもたくさん紹介していただけるのです。  

 なので、私たちがいろいろなものを発信するということもすごく大事なので

すけれども、発信するものの内容というものが、本当に相手が欲しいものなの

かどうか分からずに、ただどんどん作っていって発信してもあまり意味がなく、

むしろ、労力としては無駄になってしまう。だから、もっときちんとした調査

をしながら、外国の人は日本をどう見ているか、どのようにして、自分たちが

訪れたいのかということに対する知識をもっと高めていく上においては、やは

り、そうやってマーケティングリサーチをしたりするということはすごく大事

ではないかと思うのです。  

 あと、もう一つは、観光というものは、なぜ人が来られるかということの原

点を見失ってはいけないと思うのは、東京に何で人々が来るかといいますと、

やはり漠然として、昔の日本と新しい日本が両方ここに存在しているとはいう

ものの、どこに行けば何が見られるかがよく分からなくて来られるわけなので

す。  

 今、皇居が、日本に訪れる方々の一番最初に来られるスポットの一つである

わけですから、皇居の周辺に大勢の方々がいらっしゃるのですけれども、中に

入れないということの不満が非常に大きいのです。もちろん、西側のほうには

入れるのですけれども、でも、そこに彼らが想像するようなお城もなく、跡は

残っていますし、中には情報がたくさんあって、そういうところで日本を最初

に感じられるような、何か形をもう少し作って差し上げたらいいのではないか

なと思うのです。  

 もちろん、江戸博物館がもう少ししたらまた開かれますから、そのときには、
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そちらまで行けば見えると思うのですけれども、許されることであるのならば、

もう少し CGとかアニメとかいろいろなもので、皇居をもう少し楽しんで、日本、

そして、江戸の歴史を本場で味わえるような、そういうソフトというものをも

っと提供して差し上げればいいのではないかと思います。  

 あと、もう一つは、オーバーツーリズムに関して一番大きな課題としては、

大勢の方々に来ていただくということがすごく大事なことだと思うのです。そ

れが利益にもちろんつながりますし、地域の GDPにもつながるわけなのですけ

れども、でも、ローカルな方々がハッピーでない限りは、どんなツーリズムが

増えても、地域の方々のまちづくりであったり、全てにおいてローカルファー

ストという認識を持ちながら都市計画、まちづくりをすることによって、その

上に観光は乗っかってくると思うのです。  

 先ほどちょっと海外の話も出たのですけれども、例えば谷中とか昔の町並み

がまだ残っているようなところを、特別なときでいいと思うのですが、例えば

パリでミラノでも古いスペインの町へ行っても、道をちゃんと閉鎖してくださ

るのです。そこでストリートパーティーみたいな形で、いろいろな企業やイベ

ントに貸していただけたりするわけですから、そういう、先ほどの規制緩和も

含めて、そうやって道を止めてもいいような仕組み、少なくとも東京都の中で

も、サイデンステッカーが言うハイタウンとロータウンというのが ありまして、

下町のところにでもそうやって歩行者天国的に、だけれども、入り口のところ

で招待状をいただいていれば、そこに入ってちょっとお酒をたしなみながら、

そこの町の文化を少し知ることができたり、やはりムードを味わうということ

がすごく大事だと思います。  

 仕組みはいろいろあると思うのですけれども、一番重要だと思いますのは、

やはり地域づくり、まちづくりで、地元に住んでらっしゃる方にとって御迷惑

にならない仕組みを持ちながら、海外の方々にとっても非常に魅力的にして差

し上げることが大事ではないかと思います。  

 これで終わらせていただきます。  

【佐藤座長】  

 マリ委員、ありがとうございました。  

 それでは、続いて、牧野委員、お願いいたします。  

【牧野委員】  

 よろしくお願いします。  

 石川委員、プレゼンテーション、ありがとうございました。大変ためになり

ました。特に同時配信をされているというところは知っていたところだったの

ですけれども、海外市場の割合が市場としても 50％超えているという数字です

よね。そのぐらいだなと思いました。やはり海外の若い人たちと話すときに、

やはりアニメがコミュニケーションとしてのきっかけというか、話のきっかけ
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になったりするので、それだけ広がっているのだろうということを改めて実感

させていただいた数字でした。  

 その上で、アニメツーリズムを、アニメ聖地巡礼というのを、世界に向けて

やっていかなくてはいけないのだなというのを考えさせられましたし、あと、

東京都として、ハブとして地方に誘客していくという中では、特にいいツール

だなと思いましたので、ここはぜひやっていかなくてはいけないのではないか

なという感想を持ちました。ありがとうございます。  

 事務局の資料なのですが、ほかの委員の発言もありましたが、食が重点施策

というか強化してくところというのは、すごくいいところだなと思って拝見し

ていました。  

 一方で、これまで食自体が、日本に来るときに一番期待されているものとし

てはずっとあったところなので、ある意味、日本だったり、あるいは東京が食

として非常に評判が高いということ自体は知られているところなので、むしろ、

知られているところをもっと知ってもらうということよりは、これまでの議論

にも確か出ていたと思うのですが、どこで食べればいいかみたいなことを簡単

に見つけられたり、あるいは海外で一般的になっているようなオンライン予約

ができるということだったり、決済とかも含めて、そういったものを簡単に、

実際に知っているだけではなくて、行って実際に食べられるというようなとこ

ろの流れをぜひ対応できることをしていただければというのが思ったところで

した。  

 また、その際に、日本食だけではなくて、聞いていると、日本で食べておい

しいというのは日本食に限らず、世界の食でもおいしいという話があるので、

そういう意味では、日本食だけを紹介することではなく、東京で食べるものが

おいしいということで紹介していけばいいのではないかなと思うのと、東京の

食がおいしいということを言ったときに、料理だったり、あるいは料理を作る

料理人の仕事とか歴史とか、そういった話がよく取り上げられるところではあ

るのですが、東京の食がおいしいというのは、あらゆる工程、生産だったり加

工だったり流通とか、そういったものがそろってこういったものができている

と思うので、できれば、料理とか料理人だけではなく、広くそういったものが

全てそろって東京の食はおいしいみたいなことを紹介できると、差別化すると

いう意味においてはいいのではないかなと思ったというところで、食について

は思いました。  

 あと、江戸文化の話が出ていましたが、江戸博は、僕がトリップアドバイザ

ー代表でいたときにも非常に人気の場所で、多くの人が訪れていましたし、江

戸博が、今、改修工事で閉じているというところの中で、その代わりに深川江

戸資料館が混んでいると聞くぐらいなので、外国人の方にも非常に関心が高い

ところだと思っています。  
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 せっかくここで、これから改修後にオープンしていく形になると思いますが、

ここが江戸とか東京の歴史を知ることのきっかけになっている場所というのは、

かなり認知はあると思いますし、実際集まってきていますので、ここをきっか

けにどうやって、実際に江戸から残るものだったりとか、体験できることだっ

たりとか、行ける場所だったりというようなことを紹介できるかというところ

が、今後重要な活用の場所になるのではないかなと思っています。まだまだ改

修で、オープンまで時間あると思いますが、そこを使っていけたらいいのでは

ないかなと思いました。  

 ちょうど新宿御苑が非常に外国人が集まるというところで、国立公園のプロ

モーションにナショナルパークディスカバリーセンターというのを新宿御苑に

作りましたけれども、それと同じような形で、江戸博は東京の江戸の文化とか、

ああいうのを紹介するところで使えるのではないかなと思いますので、そこも

考えていただければと思います。  

 最後に一点、ちょっと気になったところで、先ほど御紹介いただいた中で、

東京の観光公式サイトの中で、チケットの販売をしてくというか、チケット購

入できるようにしていくというところがあったと思いますが、チケット購入に

関しては、東京の観光公式サイトだけに限らず、あくまで外国人の方が実際ふ

だん使っている場所に売り場がたくさんあったほうがいいと思うので、観光公

式サイトに限らず、広くいろいろなところで買えるようにしてもらえば、快適

な旅行につながるのではないかなと思いますので、その点は考慮いただければ

と思いました。  

 以上です。ありがとうございます。  

【佐藤座長】  

 牧野委員、ありがとうございました。  

 次、石川委員、先ほどのプレゼンテーションに加えてもし何かありましたら。  

【石川委員】  

 ありがとうございます。  

 皆様にアニメの効果や影響力について、御理解いただけたかなと思っていま

す。ただ、本当に IP（知的財産）として、アニメーションは日本の文化だとい

うように国も声を高らかに言っていただいているのですけれども、私は、これ

が本当に日本の文化であり続けられるかということについては、少し危機感を

持っています。やはり、中国もそうですし、韓国もそうですし、インドや東南

アジアにおいても、本当にアニメの制作については、相当な実力を上げてきて

おりまして、作品数も相当多いですし、日本のアニメが産業としても現在のよ

うな位置を維持できるのか危機感を持っているところです。  

 先ほど石井委員からもお話しいただいたのですけれども、海外の皆さんが本

当に日本のアニメが大好きでいらっしゃることはありがたい限りです。またい
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っぽう、アニメ映画の劇場公開が始まりますと、そこには何回も何回もリピー

トで見てくださるお客様がいらっしゃり、本当にありがたく思っているのです

けれども、そういう現象の熱量やエネルギーを、これからどのように文化や産

業につなげていけるか、私どもだけの力ではそれがかなわないかなと思うとこ

ろもあり、もっともっと、日本国内だけではなくて海外に展開していかなくて

はいけないかなと、動画協会の理事長として感じているところでございます。  

 アニメ東京ステーションにおきましては、さらにニーズに応えられるように、

この施設に行くと、本当にアニメの体験ができる。例えば…なのですけれども、

アニメの制作過程を御覧いただいて体験できるワークショップをしたり、研究

や学習の助けとなるようなところも充実させていきたいと思っておりますので、

東京都の担当部門の皆さんともいろいろ御相談しながら、未来につながるアニ

メの拠点となるようにしてまいりたいと改めて思いました。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、次に、星野委員、よろしくお願いいたします。  

【星野委員】  

 ありがとうございます。  

 ４つあります。  

 第１は食の情報発信についてです。東京の魅力＝食と調査でも出ています。

ニューヨークというとミュージカルですが、東京というと食なのです。そのた

め、東京ですばらしい食提供をしている方々が正しく評価される情報発信がと

ても大事だと思います。現状では、ミシュランに情報発信が依存し過ぎており、

ミシュランが推進する施設に需要が集中していることは東京の観光にとって好

ましくないと感じています。つまり多くの食提供事業者が過小評価されている。

食提供における正しい情報を発信することが大事だと思います。  

 第２はＤＸについてです。観光 DXを進めるのであれば、基本のサービスに集

中すべきだと考えています。  

 観光の基本コンテンツは、泊まる、動く、食べる、遊ぶであり、それらの基

本コンテンツを簡単に探し快適にオンライン予約できるようにすることが大切

です。遊ぶという分野で日本らしいコンテンツでは、相撲、歌舞伎、その他様々

ありますが、これらをニューヨークのミュージカルやスポーツ観戦の席のよう

に簡単にオンラインで予約できるようにする。東京の基本コンテンツの第一は

食ですから、もちろんレストランを簡単に探し、快適に予約できるようにする

ことも大切です。  

 第３は人材についてです。人材・人手不足という課題はコロナ禍以降深刻に

なり、今後も継続すると予想されています。この点については国の対策も一部
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進んでいて、観光業界で外国国籍の方々を雇用できる幅が広がりつつあります。

元々、特定技能１号が宿泊業に当てはまっていました。そこで曖昧になってい

る点をさらにはっきりさせたほうが良いと思っています。これは国の問題なの

ですが、ハウスキーピングとキッチン業務ができるのかできないのか。この点

が、まだ今ひとつ曖昧になっています。  

 日本人でもできることは、海外からの方にはできないようにしようという思

想があるのは理解できるのですが、それを一つのホテル内での業種に細かく当

てはめていくと事業の生産性は落ちていきます。ハウスキーピングとキッチン

にも人員が必要なのです。そのため、そこだけ外国人の方はできませんとなる

と、同じホテルのチームとして、一体感を持った運営がなかなかできないので

す。ホテルで雇用し在留資格を出す場合には、あまりそこに線引きをせずに、

生産性を上げるべく経営者に判断を任せたほうが良いと思います。  

 もう一つ、特定技能２号については、より規制緩和が進んだ在留資格になる

ことが、６月に閣議決定され、来年の秋から施行されます。特定技能１では家

族の帯同が許可されていなかったものの、２号になると家族の帯同が許可され

ます。そうすると、家族、子供たちが一緒に来てくれます。これは良いことだ

と思っているのですが、東京都としては、そういった人たちの生活、学校、例

えば言葉が分からない子供たちが来て東京都の小学校、中学校に通い始めた際

にいじめや差別がないようにする、東京に来て、「東京に来てよかった」と思

ってもらえるようなサポートを、ぜひしていただきたいと感じます。  

 第４は東京訪問者の満足度についてです。今年の夏、７月、８月に東京にい

らしたインバウンドの顧客満足度は下がったと思っています。暑過ぎるからで

す。暑過ぎることに対して、情報発信をしなくて良いのだろうかと、私は正直

思いました。“天候快適指数”のようなものをきちんと情報発信すべきだと思

います。もう少し秋にしたほうが良いかもしれない、春にしたほうが良いかも

しれないなどと検討いただくということです。短期的には夏の需要が落ちるこ

とを懸念する方がいると思いますが、ＳＮＳの時代には、顧客は、東京は暑過

ぎたと情報発信をすると思いますので、長期的にはブランド力が下がる可能性

があります。ＳＮＳの時代において観光マネジメントに必要なことは、ミスマ

ッチをゼロにすることです。夏にいらっしゃる方々にはその時期の気温と湿度

を事前に知っていただいた上でいらしていただく努力は、短期的にはこの時期

の需要を下げるかもしれませんが、長期的にはブランド力維持につながります。 

 雪山には正しい情報の発信があります。フレッシュな雪が降るとか、降らな

いとか。気温が高過ぎとか、低くても良いなどなど。桜の開花と満開という情

報もあります。同じように、東京の夏の気温、観光にとって快適なのかどうか

を、出すことも、長期的な観光地としてのブランド力の維持に非常に大事だと

私は思っています。  
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 以上です。ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、次に、根木委員、お願いいたします。  

【根木委員】  

 よろしくお願いします。  

 まず、アニメについてのプレゼンテーションをありがとうございます。僕も、

結構海外のアスリートと話をすることが多いのですけれども、僕のほうが知ら

なくて、海外のアスリートのほうがアニメのこと、日本のことを逆にすごく聞

かれたり、楽しみにしていると言われることが多かったので、これは、ぜひ僕

もアニメ東京ステーションに早く行かないと駄目だなと思っております。  

 あと、もう一つ、星野委員が今言われたように、本当にこの地球温暖化、沸

騰化のところで、僕もスポーツの世界でいろいろな大会の関係をやっているの

ですけれども、実は今、学校でも本当に部活ができないぐらい暑くなったり、

でも、大会は開かれているというところで、今はまだそのレベルなのですけれ

ども、これは観光になると、急にこれを、温暖化を止めるために、みんな SDGs

の活動をすることも必要なのですけれども、先ほど言われたように、今どうい

う状況かというところを伝えるというのはなるほどなと思ったのです。  

 東京オリパラも僕は関わっていたのですけれども、暑熱対策をいろいろ考え

てやっていました。だから、実はこういうことやっているから、この暑さの中

でもこういうところで楽しめますよということを逆にアピールするといいのか

なと。本当にできないこととかではなくて、どう工夫するかということをしっ

かり伝えていくと。そうすると、夜の時間帯の、どういう活動ができますよと

いうのが逆に売り込めるポイントなのかなと思っています。  

 僕らスポーツの大会も夜の時間をどうやっていくかとか、どんなふうに競技

を楽しんでもらえるかというのも、実は競技団体であったり大会をするときに、

今すごく考えているので。それも観光と全く同じなのかなと思っています。  

 あと、これは個人的になるかもしれないけれども、デフリンピックが 2025年

にあるのですよ。聴覚障害大会。そこで、先ほど事務局のほうからも、観光ボ

ランティアの中の人たちに、聴覚障害の人たちの対応というところもというこ

とで入れていただいて、本当にありがとうございます。でも、これは、聴覚障

害の人だけではなくて、要は言語であったり多様な人たちがどんどん今来るよ

うになった中の、それが障害と例えているだけのことなので、今のアプリだっ

たりとか、本当にあらゆる人たちが日本に来て楽しんでいくということは何ら

変わらないのかなと思っています。  

 その中で、僕自身がこの数年を考えたときに、東京で本当に街の中をうろう

ろするときに、今までは調べたりしていたけれども、何らアクセシビリティー
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も調べないのです。それは全然行けるようになってきているという、ハード面

もあるのですけれども、実はそれ以上に、本当に心のバリアフリーとかという

言葉をよく使いますが、この数年の中で、もちろんその制度であったりという

ことをしっかりとやっていって、基準などもあって、そういうところの意識が

高まっていったと思うのですけれども、みんなが、いろいろな方たち、車椅子

だけではなくていろいろな障害の方たち、高齢者の方たちに楽しんでもらおう

という工夫がみんなの中で起こってきたと思うのです。  

 なので、結果として、僕は困らなくなったし、困るような場面があっても、

何か自然に「何かお手伝いできることないですか」とか、皆さんの中で、お店

の中でも、実は、今までこういうことを考えていなかったから僕らが使いにく

かっただけの話で、そんなすごい工夫をしなくても、その気持ちを持つことで、

心のバリアフリーという気持ちを持つだけで対応が全然変わるのです。ぱっと

入り口のところで、ここって使えますよねとかと、実はそういうことのほうが

はるかに重要なのかなと思って、その流れがすごく来ているかなと思いました。 

 あと、本当に街の中をうろうろしていて、僕は日本中、出張で行くことが結

構多いのですけれども、車椅子ユーザーとか高齢者の方が、とにかく観光でい

ろいろな場所に寄って、僕はすごく増えてきているのではないのかなと思うの

です。もちろん高齢化が進んできているから、割合として当然そうなってきて

いるものもあるのですけれども、実は、今までなかなか出ても楽しめないよな

と思っていた人たちが、いや、これはどんどん出て行けるぞ、どんどん楽しめ

るぞということが分かってきているのと、受入れ側の意識がどんどんどんどん

いいほうに進んでいっているのかなというのは僕は思いました。  

 なので、それを自信を持つということは変ですけれども、今までは制度をし

っかりやっていって、そうしなければならないみたいな、実は受入れ側はルー

ルがあるからというところからスタートしたかもしれないけれども、実は、今、

自分たちが工夫することによって、どんどんどんどんいろいろな人たちに楽し

んでもらえる、喜んでもらえるということが、いい形でどんどんどんどん進ん

でいっているのかなと思うので、これをより積極的に、もちろんいろいろな基

準とかを高めていくということはすごく必要かと思うのですけれども、まずは

みんなに本当に楽しんでいただくために、多くの方、全ての方にという考え方

をこれからより広めていけば、海外からもいっぱい来られるし、日本の人たち

が、本当に多くの人たちが楽しめる観光が広がっていくと思います。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、次、アトキンソン委員、お願いいたします。  

【アトキンソン委員】  
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 今日の資料などでオーバーツーリズムの言葉が出ています。この言葉を使っ

ていること自体は極めて不適切であって、この表現を全面的に使うものではな

い、削除するべきものだと思います。  

 東京もオーバーツーリズムだと言っているところは、オーバーツーリズムで

はないのです。ただ単にインフラ整備が足りないだけであって、別に過剰に人

がきているという事実はありません。  

 例えば 2019年のコロナ前のイギリスの数字を見れば、 6781万人の国に 4100万

人の外国人観光客が来ています。国民に対して 60.3％、 6500万人のフランスに

対して年間で 8300万人が来ています。ですから、イギリスの場合ですと、国民

に対してインバウンドは 60.3％の数字になっていますけれども、日本の場合は、

１億 2500万に対して 3188万人が来ただけで 25.5％しか来ていません。これをオ

ーバーツーリズムと軽々しく言うものではないと思います。  

 ベネチアを見てみますと、６万人の島に 2000万人が来ていました。それはオ

ーバーツーリズムです。東京に 2019年で 1500万人ぐらいしか来てなくて、ロン

ドンに 2170万人が来ていました。オーバーツーリズムでも何でもない。流行り

言葉だからといって、その言葉を軽率に使うものではないと思います。  

 結局、京都はバスが足りないということがオーバーツーリズムだと言ってい

るのだけれども、いや、それは需要の問題ではなくて供給の問題でしょうとい

うことで、インフラ整備がきちんとできていない。観光客に対してちゃんと対

応ができていないから、バスが混んでいます。  

 それで、何が問題なのかというと、インバウンドに、「来てください」とい

うこと言って、オーバーツーリズムを行政が口にした途端に「来るな」と。ど

っちなのですかと。来てほしいのか来てほしくないのかどっちなのかと。そう

いう危険な言葉遣いになっているわけなので、先ほどの話にありましたように、

どうバランスを取るのかという問題だけであって、オーバーツーリズムという

存在もしない言葉を、流行り言葉だからといって東京都の資料の中に書いてい

ることは、私としては改めるべきものだと思います。  

 地方に対しては、というか住民に対しては、説明が必要であるということは

間違いありません。京都であっても、結局、外国人がバスに乗っている、だか

ら自分たちは乗れないということを言います。ただ、外国人が乗っていること

によって赤字路線が黒字になっているわけなので、多少待つかもしれないけれ

ども、外国人が乗らないことになれば、それが廃線になれば、待つかもしれな

いことはないことになります。説明が足りていないということは間違いない。  

 諸外国でそういう意味では、DMOを中心に、行政としては、いろいろなところ

で、うるさいぐらい観光のメリットを説明している理由は、あなたには直接的

なメリットがないように感じているかもしれないけれども、間接的なメリット

はいっぱいあるので、直接的なメリットがなく、直接的なマイナスが発生して
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いることで、そう簡単にオーバーツーリズムだと、観光は要らないんだという、

または、人種差別的に発展しやすいようなことにするべきものではないと思い

ます。  

 私としては、このオーバーツーリズムの問題で、いろいろなところでやはり

人種差別的なネタに使われていることが非常に多いので、東京都としてオーバ

ーツーリズムという言葉自体はやめていただきたいと思います。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 今のアトキンソン委員の御指摘なのですけれども、事務局の方でも、「バラ

ンスの取れた観光振興が重要」と書き込んでおられるのですが、あと一歩工夫

をして、今のアトキンソン委員の御指摘に応えられるような修正を考えていた

だければと思います。  

 それでは、田川委員、お願いいたします。  

【田川委員】  

 ありがとうございました。  

 今のアトキンソンさんのお話に少し、付け加えさせていただきます。私自身

もオーバーツーリズムは、ツーリズムをやる立場からすると、オーバーという

のは非常にマイナス用語なので、これを言った瞬間に、本当に来てくれと言っ

ているのかどうか疑問を感じます。というのは、要するに混雑緩和をすること

が必要ということなのですよね。  

 戦後の成長の中で混雑緩和は日本ではいたるところでやってきましたよ。そ

ういうことをやればいいので、山手線の混雑緩和、街の混雑緩和。なぜ混雑緩

和という表現を使わないのかというのが、まず主張です。そういう意味で、混

雑緩和をするための工夫はたくさんあると。日本語にいい言葉があるのに、わ

ざわざオーバーツーリズムと、ベネチアやそういうところと一緒にしないでほ

しいなと。  

 実は、東京で議論するときも、今まで東京一極集中は駄目だという言い方で

したけれども、そんなことはないのではないかと思います。やはり、私は首都

東京というキャピタルシティーの役割というのがあって、これは国家戦略とセ

ットになっていると思うのです。東京の一極集中。一極集中するというのは、

それだけの機能を持って、役割があって、その能力を全国へ発信すると。これ

が東京の役割の一つだと思います。  

 もう一つが、先ほどの東京のオリジナリティー。これは東京が一地方区とし

て東京のオリジナリティーを徹底的に打ち出したいと皆さんから御意見があっ

た。したがって、今回の東京の産業振興プランの、まだこれはロードマップが

できていないので分かりませんが、やはり首都東京としての役割でやるべきこ
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とと、それから、東京のオリジナリティーを深めるという役割と２つ整理して、

今ある戦略論の戦術論を全部整理していただきたいのです。それでロードマッ

プができて、最後にあるような数字が出てくるというのは、やはりガバナンス

としてやり方だと思うのです。  

 これはぜひ、私は 10年この会議に出ているけれども、どうしても点と線の中

でずっとやってきて、面がなかなかできていないというのが東京のやり方。こ

れは難しいです。私は東京の商工会議所、 23区担当したけれども、これは東商

としてどのようにするかと。地方の商工会議所のほうが、今、観光戦略は非常

にすばらしいです。今度は福岡でも提言が出ましたけれども、なかなかすばら

しいものが出ているので、そういう意味では、東京のオリジナリティーとして

やるということと、国家戦略と同等でやるべき東京の役割を整理してやってい

ただきたいなと思います。  

 そういう意味で、２つのやり方を考えていただけるといいかなと。やはり、

住民に受け入れられるというのが、最後は、住んでよし、訪れてよしの国家戦

略ですから、そういう意味では都民にどういう説明をするかということは、私

も都民なのですけれども、東京都民としては、まず東京都から観光戦略を説明

されたことがない。正直言って一度もありません。区から説明はあるのですけ

れども、そこで東京都としては、市町村と区ですね。これはなかなか難しいの

ですけれども、そういうところと連携を、このロードマップの中でどのように

具体的にしていくか書き込まないと、皆さんが言った食とか何とかといっても、

23区担当者はみんなばらばらなのですよ。 23区で区長さんがみんな勝手なこと

を言って、隣の区に行くと「知らない」とか言うので、これでは話にならない

ので、やはりそういう話が必要かと思います。  

 今、アニメの話を点から線に行ったけれども、面にしなくてはいけないです。

23区と都下も含めて全部すると、特に全国区でやると、そういうことが必要な

ので、そのことをやはりロードマップを書くときに整理整頓して出していただ

いたほうがよろしいのではないかなと思います。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 まだまだ御意見もおありかと思いますけれども、時間の関係もありますので、

この辺りで議論、意見交換は終了ということにさせていただきます。  

 本日も、特に最後のほうはかなり盛り上がってまいりましたが、委員の方々

から多様な、かつ、貴重な御意見を賜りまして、ありがとうございました。  

 今年度の有識者会議はこれで最後となりますけれども、本日、委員の皆様か

らいただいた御意見については、これを効果的に反映させることによって、新

しい東京都観光産業振興実行プランの案をますますブラッシュアップしていた
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だくよう、事務局に対してお願いいたします。  

 それから、委員の皆様におかれましては、時間が限られておりましたことで、

会議の中では言及できなかったコメントなどがありましたら、いかなる方法で

も構いませんので、事務局まで御連絡をいただきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。  

 それでは、事務局にお返しいたしますので、連絡事項等がありましたらお願

いいたします。  

【早川総務部長】  

 本日は貴重な意見を賜り、ありがとうございました。  

 本会議につきましては、本日が今年度最後の開催となりますので、産業労働

局長の坂本より一言御挨拶を申し上げます。  

【坂本産業労働局長】  

 産業労働局長の坂本でございます。  

 委員の皆様には御多忙の折、今年度、３回にわたりまして観光産業振興実行

プランの改定に向けて非常に示唆に富んだ御意見を頂戴いたしました。誠にあ

りがとうございました。  

 今いただいたお話の中でも、かなり我々としては強烈な部分をいただいたよ

うな部分もあったのかなと、正直に感想としては申し上げておきたいなと思い

ます。  

 オーバーツーリズムという言葉なのですけれども、たかが言葉、されど言葉

というのは我々非常に重く受け止めております。いろいろと私どもも、議会等

で答弁するときに、一つ一つ言葉を吟味しながら発言をするのです。この言葉

を言ったことによる影響が世の中にどういう形で伝わっていってしまうのか、

これは細心の注意を払っています。  

 実際、オーバーツーリズムという言葉が意味しているところの概念の作り方

は非常に難しいと思うのです。それで、いろいろな場で簡単に「オーバーツー

リズムだよね」ということが言われてしまうし「それを解決しないといけない

よね」と簡単に言われてしまうことはあるのです。ただ、アトキンソン委員が

おっしゃられたように、そういうようなことを言ってしまうがために「来てく

れるな」「来ないでいいんだ」という発信になってしまったら、これは元も子

もないと。これは事実として重く受け止めたいと思いますが、さはさりながら、

非常に狭い地域で混雑緩和ができていない、これは田川委員がおっしゃられた

ことにもつながっていくわけなのですけれども、そういう状況を解決しないと

いけないという、これもまた別の状況があることも確かなのです。この状況に

我々どういう言葉でもって、どういう対策立てで向き合っていかなければいけ

ないのかというのが非常にこのプランの問われているところではないのかなと

思います。  
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 では、オーバーツーリズムという言葉を全部そぎ落としたらいいのか、解決

になるのかと、それはそれで我々はよく考えていかないといけないところだと

思うのですが、まさしく、この観光振興をやるということは、そういう一つ一

つの言葉、概念をめぐって、それの裏側にぶら下がっている各般の問題点と、

それの解決策をどうやって作って一番効果を上げていくかということに尽きる

と思っています。そういった意味合いから、一つ一つ我々は丁寧にやっていか

ないといけない部分もあると思っていますし、時間をかけなければならないと

いう部分も同時にあると思っています。  

 点を線にするというお話を多々いただきましたけれども、アニメ拠点が１個

できたから、これで全てが済むということではなくて、それを点にして面にし

ないといけないというのが、これはまた仕事になると思っています。ただ、や

はり面にまでするというのは一定の時間がかかるのですけれども、世の中は動

きが早いので、この３年間でどこまで実現をしていかなければいけないのか、

これ真摯に向き合っていきたいと思います。  

 そう言っていくと、最終的に、最大公約数的に作ってしまうと、やはりこれ

はある意味で、湯冷ましみたいな内容になってしまって、飲んだけれども味が

しないなというプランではいけないと思います。ちょっと喉に引っかかって、

これは違うのではないのかな、オーバーツーリズムという言葉が仮に残ってい

て、これは違うよね、飲み干せないというようなプランになるかもしれないの

ですけれども、また、これはこれでプランとしての問題提起につながっていく

と思いますので、そういう意味合いから、少しシャープでとんがったような内

容のものに成果物としてできたら一番いいのかなと思っています。  

 そういう意味で、あえてオーバーツーリズムといって打って出ていくという

やり方も、またはこれ手法の一つとしてあるかもしれません。ただ、そこでや

はり指摘していただいた問題の所在が間違った形にならないように、これはし

っかりと受け止めてやるべき内容だと思っております。  

 やや長くなったのですけれども、今までこうした形でいただいた様々な御意

見、これをプランの中にしっかりと盛り込んで、そして、物事自体をちゃんと

先へ進めるということが重要だと思っております。今後とも皆様方から御指導、

御鞭撻をいただきながら、しっかりと観光行政の振興、観光産業の振興を進め

ていきたいと思いますので、何とぞよろしくお願いいたします。今日は本当に

どうもありがとうございました。  

【早川総務部長】  

 プラン策定の今後のスケジュールにつきましては、本日、委員の皆様方から

いただいた御意見も踏まえまして年内に案を公表し、その後、パブリックコメ

ントを経て、来年２月に最終版を公表したいと考えております。  

 事務局からは以上でございます。どうもありがとうございました。  
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【佐藤座長】  

 それでは、司会の不手際で若干の時間を超過いたしましたが、以上をもちま

して本日の会議を終了いたします。皆様、どうもありがとうございました。  


